
参考資料６ 

石綿含有分析に必要な知識・技能について 

 

本マニュアルを使用するにあたって 

 

建材中のアスベスト分析に当たっては、光学顕微鏡の調整をはじめ

とした分析機器の基本操作に習熟が不可欠であるのはもちろんのこ

と、分析方法の原理や鉱物に関する基礎的な知識を習得し、分析機器

の長所や短所を理解しなければ、適切に分析を行うことは困難であ

る。本マニュアルでは、これら基本操作や基礎知識等の記載は省略し

ており、そうした操作・知識等を習得した分析者が参照することを前

提として記載している。 

加えて、建材中のアスベスト分析は微量分析であり、難易度の高い

ものであるが、訓練を重ねることにより分析の精度は高めることがで

きる。また、難易度の高い分析であることから、その精度を担保する

ためには、単に本マニュアルの記載内容を理解すれば足りるわけでは

なく、分析者は、自らに訓練の機会を設け、他の分析者・事例からも

率先して学習し、絶えず研鑽を積む必要があることを認識しなければ

ならない。 

さらに、対象となる分析検体は多種多様であり、分析に当たって

は、建材の組成や各構成物質に関する知識をはじめ、分析対象の建材

の施工状況と暴露環境、そこから推定される反応と劣化の履歴等、多

方面の知識と判断を要する。分析者は、こうした必要な知識・技能の

下、分析検体等の各種状況・条件に応じて、本マニュアルの各章に示

す方法から最高の分析精度を担保できる方法を適切に選択すべきであ

る。また、分析者は、本マニュアルの記載内容を杓子定規に捉えてし

まうことで、不合理なケースに対して機械的に適用・不適用を判断し

てはならない。むしろ、本マニュアルの内容を以て思考停止に陥ら

ず、分析の原理等を理解した上で分析精度が高まるよう柔軟に分析手

順に工夫を加える取り組みが推奨される。 

出典：アスベスト分析マニュアル【1.20版】（平成30年３月厚生労働省）。原典

に下線は付されていない。 

 


